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会員の声

玉島在宅患者かかりつけ医グループ研修会の終了
 玉島医師会／グループ医（ヤスハラ医院）　安　原　尚　蔵

　思い返せば、玉島在宅患者かかりつけ医グループ研修会は、1998年に結成して27年を迎えまし
たが、各医師も高齢化をして、ついにこの12月でもって解散することとなりました。その間に月
１回の研修会を玉島医師会館で、午後７時半より開き、各医師の係わっている在宅患者の情報を
交換したり、最近の治療法などを話し合いました。お互いに触発され、有意義と考え、ここまで
よく続いたと感慨深いものがあります。
　まず会の発端をお話しますと、私が開業（1976年）して20年目、３人の末期がんの患者さんを
在宅で同時期に加療し、日夜緩和医療に奔走し疲れ果てた経験がありました。1998年、ロンドン
の開業医とニューキャッスル医学大学を訪問する機会に恵まれ、急遽、外来は休診にしました。
14日間ほどでしたが、その間の在宅の末期患者さんをどうしたものかと思案していました。その
当時に、在宅患者さんをお互いに共同で支援し合う医師グループはできないものかと玉島医師会
の先生方にもちかけたところ、守屋　修、井上裕昭、河合智則、山岡秀樹、藤田洽二先生たちが
賛成して下さいました。実際には守屋、井上、安原の三人が主に活動してきました。それぞれの
先生方に２人程度ずつ、私の在宅患者さんを託して私は渡英してきました。
　帰国後、患者宅を訪問しますと、皆さん第二主治医を紹介していったことを喜ばれ、これはぜ
ひ続けるべきだと思ったのが活動の発端です。以後、私たちの研修会は、27年間続けたことにな
ります。
　私の叔母の葬式の際に、在宅末期がん患者さん宅より主人の様子がおかしいと電話があり、第
二主治医の守屋先生に往診のお世話になったり、守屋先生の患者さんが尿閉になり、代わりに私
が導尿に急行したりもしました。井上先生の患者さんに嘔吐で往診したりもしました。皆さん24
時間対応されていて、その他には研修会の記憶ばかりです。一人で在宅末期患者さんを看取る場
合に心配になるのが、麻薬や鎮静剤の投与量はこれで良いのだろうか、不足だろうか、投与し過
ぎではないか、他に方法はないだろうかなど研修会での検討は役にたつものでした。
　また、何と言っても報告しておき
たいのは、1998年より始めて10年経
過した時点（2008年）に皆で話し合
いをして、「玉島在宅グループ診療結
成10周年記念の講演とシンポジウム

（患者さんのご家族に登壇していただ
き発言してもらいました）」、「記念誌
の発刊」を決めて旧玉島公民館（現
玉島市民交流センター）２階大ホー
ルで聴衆約400人が集まり、玉島医師
会の先生方の協力も得て、開催でき
たことです。その際、記念誌として、

「在宅で、看取る 家族とともに」を
発刊して、聴衆の皆様へ配布しまし

2008年に開催した「市民公開講座」。左より守屋、井上、
安原(筆者)
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研修もプライベートも充実しています
 岡山済生会総合病院　研修医　川上　弘夢

　岡山県医師会の皆様、初めまして。岡山済生会総合病院２年目研修医の川
上弘夢と申します。このたび岡山県医師会報のリレーエッセー執筆の依頼を
いただきまして、何を述べようかとこの文章を入力しながら考えております。
当院の臨床研修について細かく記載しようとも考えたのですが、それは指導
医の那須先生にお任せするとして、せっかくですので私からは研修生活の
もっとカジュアルな部分についてお話をできればと思います。
　さて、まずは自己紹介からですが、私は小中高と岡山市内の学校に通い、

大学も岡山大学で未だ地元を離れたことがありません。在学中の部活動は、小中高大と野球をし
ておりました。研修医となってからは、もう野球をプレーする機会はなくなりましたが、プロ野球・
メジャーリーグの観戦は一番の趣味として続いています。
　岡山済生会の研修医同期は、私を含めて12人おりまして、岡山大学から３人、川崎医科大学か
ら３人、香川大学から２人、そのほか山梨大学、長崎大学、宮崎大学、自治医科大学から１人ず
つと様々な方面から集まってきています。現在の１年目の先生も９大学から11人と多様で、いろ
いろな大学のいろいろなエピソードを聞けるのはとても興味深いです。ばらばらの場所から人が
集まってきていますが、むしろ研修医同士で打ち解けるのは早く、今も互いに切磋琢磨し、支え
あって研修に励んでおります。
　研修の面以外で岡山済生会ならではの誇れるものは、何があるかと考えましたところ、最初に
思い浮かんだのは、“立地”でしょうか。岡山県内の病院で随一の駅近・街中でお買い物や飲み
会の場所には困りません。４・５月は、１年目の先生の歓迎会を、その他にもローテーションの
打ち上げでよく飲み会を開催しました。週末もお昼からカフェに行ったり、トレーニングジムに
行ったりと、我ながら充実したプライベートだと思っております。また、立地とは関係ありませ
んが、研修医同期とは昨年プチ旅行に行き、今年も８月に牛窓でBBQをしました。同期と過ごす
こういった休暇も良い思い出になり、日々の研修の励みになっています。
　最後に研修の感想についてですが、研修医になってはじめに思ったことは、１年目と２年目で
こんなにも違うのだということです。研修医になったからには、４月から救急日当直に入るわけ
ですが、最初はわからないことが多く、ほとんど戦力になれなかったと思います。当時２年目の
先生はてきぱきと診療しており、１年間でこれほどまでになれるのかと憧憬の念を抱くとともに
強い不安も感じました。しかし、その２年目の先生方や上級医の先生方のご指導もあり、１年を
かけて少しずつではありますが、知識・技能ともに成長を実感できました。岡山済生会の先生方
は皆様、研修医思いで教育熱心で感謝が尽きません。いつもご指導いただきありがとうございます。
　私は来年度からは、整形外科の専攻医として進んでいくつもりです。また１からのスタートに
なりますが、これから約半年も含めて２年間の研修医生活で身に付けた知識・技能・向上心をもっ
て良いスタートダッシュが切れればと思います。まだまだ未熟者ではありますが、チャレンジ精
神を忘れず励んでまいりますので、これからも何卒よろしくお願いいたします。
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